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【１】「母乳育児支援におけるエビデンスを読み取る力をつけよう」  

Enhancing critical reading skills on evidence for breastfeeding 

 

近年「エビデンス」（科学的根拠）というキーワードは広く認識されるように

なってきた。母乳育児支援は、個々の支援者の個人的意見や根拠のない慣習で

はなく、エビデンス（科学的根拠）に基づいたうえで、母親の背景・文化・意

向を尊重して行う必要がある。しかし支援の現場では「エビデンスレベルの高

い情報」よりも、支援者の個人の知識や施設の慣習に基づく実践が行われてい

ることも少なくない。比較的容易に入手できる乳児栄養の情報は矛盾した不正

確なものも多い。支援者がエビデンスやそれを読み解くリテラシーについて新

たに学んだり、確認したりできる機会もほとんどないかもしれない。このセッ

ションで、参加者は母乳育児支援におけるエビデンスの意味を知り、それを読

み解く基本的なリテラシーを獲得、もしくは再確認することを目的とする。ま

た、とっつきにくいと敬遠されがちな疫学研究の解釈のしかたなどについても

触れたい。 

 

【学習目標】 

参加者は以下のようなことができるようになる 

1. 母乳育児支援におけるエビデンスの意味を知る 

2. エビデンスを読み解く基本的なリテラシーを獲得する 

3. 疫学研究の解釈の基本を知る 

 

 

 

 



【２】「情報提供のコミュニケーション術」  

Communication skills for providing evidence-based information on 

breastfeeding 

支援者が個人的に信じている方法をアドバイスするのではなく、個人的なバイ

アスのない情報を伝え、十分な情報を提供した上での母親の意思を尊重するの

は、母乳育児支援におけるコミュニケーション術の基本である。エビデンスを

母親にどう伝えるかによって、相手が受取る印象が変わることもある。エビデ

ンスは「こうすべき」という固定されたものではなく、母親自身が自信をもっ

て意思決定することを支えるためのツールである。このセッションでは、母親

の話を傾聴したうえで、エビデンスを用いながら、指示や押しつけにならない

ように、母親が自信をもって自分なりの母乳育児ができるように支援するため

のコミュニケーションの方法について学んでいきたい。 

 

【学習目標】 

参加者は以下のようなことができるようになる 

1. 基本的なコミュニケーションスキルを確認する 

2. アドバイスと情報提供の違いを知る 

3. 母親が自信をもって母乳育児ができるようなコミュニケーションの方法を

知る 
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